
製品づくり・利用部門 

Forest Good 2018間伐・間伐材利用コンクール 

   受付番号  ９    

（会社名・団体名等）  天草ヒノキプロジェクトチーム         
 （事務局：熊本県天草広域本部農林水産部林務課）               

 

連絡先等 

(住  所)   〒８６３－００１３ 熊本県天草市今釜新町３５３０ 

(担当部署等) 熊本県天草広域本部農林水産部林務課 

(電話番号等) TEL：０９６９－２２－４３１６  FAX：０９６９－２３－８５１３ 

(ＵＲＬ) amakusahinoki.com 

 

製品等の名称 
天草ヒノキ ＰＲＯＤＵＣＴＳ 
天草屋台、テーブル、ベンチ、スツール、プレート、天草ヒノキ・ルームスプレー 

製品・取組 

の概要 

天草地域では森林面積が約７割を占め、人工林率が 42％でその 71％をヒノキ（割合では県下

一）が占めている。ヒノキの需要拡大は、ヒノキの占める割合が県下一の天草地域では欠かせな

い課題であり、森林所有者や木材業界からの要望も多い。以上のような状況から、平成２９年度

に「天草ヒノキプロジェクトチーム」を立上げ、ワークショップの開催や商品づくり、木育活動

や情報発信等の取組みを行っている。 

製品開発・取組の 

きっかけ 

当地域はヒノキの間伐材生産が中心となっており、主に住宅用構造材（土台）として利用され

ている。そこで、構造材以外の天草ヒノキの利活用を誘発すると同時に、商品を通して、生活者

にダイレクトに天草ヒノキの価値や魅力を伝え、ヒノキ間伐材の利活用を進めたい。 

製品・取組の 

内容・特徴 

 商品づくりに関しては、管内の事業所から公募を行い、意欲のある事業所を選定。商品は、様々

な異業種から参加してもらい、ヒノキを使った商品のアイデアをワークショップにより生み出し

た。また、アドバイザーとして東京で活躍しているデザイナーからの指導を仰ぎながら６アイテ

ムの商品化ができた。 

間伐材の利用量 

 

ヒノキ ０．３８ｍ3 

 

取組による効果等 

グループワークやＨＰ、イベントへの参加を通じて、天草ヒノキ並びに間伐材の利用を様々な

方々に普及することができた。また、商品づくりに携わった事業所はこの取り組みによってデザ

インやニーズ、流通販路に繋がる部分の重要性など、アドバイザーからの指導により、意識改革

ができた。結果、外材や他県産材から天草ヒノキに切り替える加工所が出てきている。  

製品等の写真、図表 

 

 

ワークショップで生み出されたアイデア

をまとめたアイデアブック 

イベントに参加し、天草ヒノキプロジェク

トの商品の展示・販売 




